
虫に関する限り大差は認め難レ。 I おわりに、日頃ど指導を頂いている京都大学河川生態
なお、 1958年と 1960年の調査結果を一括して示すと第 l 研究グループの方々、ならびに奈良女子大学津田松苗教
3表の通りである。 I 授に厚くお礼を申し上げる。

第 3 表 滝の急流部の昆虫相

(1958および1960 ・50cmx50cm ・No.. 個体数 .w…現存量〉

3  - VII! - '58 
積 名

2  - VJII - '60 
w  N o  

トビケラ目 my 
RhyacoPhila niwae ニワナガレトビケラ 20 
Hydroρsyche sp. シマトピケラ属 5  60 

カゲロウ目
curvatulus ユミモンヒラタカゲロウ 4  50 

Baetiella sp. フタバコカゲロウ属 6  10 
カワゲラ目

Nemoura (八マemoura) sp. オナシカワゲラ属 υ F  15 
Nemoura (Protonemura) sp. オナシカワゲラ属 6  15 
双遡目
Philorus longirostris ヒメアミカ 24 
Simulium sp. ブユ属 77 210 

メ弘、
ト」 計 128 420 

30cm x  30cmの方形区 2 カ所の平均値を50cm x  50cmあたりに換算した。

w  N o  

3  I  3  

3  I  15 

108 333 
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文 献

崎形マダコについて

色 ノt、 良官

この崎形マダコは昨年10月24日淡路江崎灯台附近で採 | のである η 成肉は傷による再生ではなく生まれつきによ
集されたマダコの雌で体重は 800grあり、左側は第E腕 1 るもので、腕力: 分校する要素を持ってし、たと云われ、ま
が 7本に分校し他は正常である。右側は第 I腕10本、第 | た一説には傷によって再生されたとも考えられ、この場
E腕12本、第E腕 5本にそれぞれ分校して計38本足であ ! 合はタコの足を切断すると 1本の足が再生して来る事か
る ら1本の足に数ケ所切断されない程度の傷を受けた場
原因については今のところ確証されてし、なレが国立科 l 合、この様に分校して来るのではなし、かと推定される。

学博物館長岡田要氏の話では現在まで‘に報告されている l  以上二通りの説がある。なおこの崎形ダコが908以上
この種のものは日本においては最近相模湾、次いで清 !  も生きていたことは、これまでに例のないことである。
水、鳥羽と第四番目が採集されたもので非常に貴重なも | 貴重な標本として保存してレる。
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